
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































房 1984年刊，383- 5 頁。アタリも，カニバリズ
ムの名で，生命を医療の徴用物資とすることに，
警鐘を鳴らしている。
3）Denis de Rougemont, L’amour et l’ occident, Paris 



















5）Max Weber, Wirtschaft und Gesellschaft, 5 . 
revidierte Aufl., Studienausgabe, Tübingen 1972, 
S.246.
6 ）Rudolf Otto, Das Heilige, Nachdruck, München 
2004，ことにS.33.
金城学院大学論集　人文科学編　第17巻第 1号
― 196 ―
2020年 9 月
7 ）大岡におけるイエスと親鸞の親近関係は，佐
藤泰正との対談「中原中也の宗教性」，佐藤泰正，
『中原中也という場所』所収，思潮社 2008年刊，
197頁が示唆している。
8）大岡は，佐藤泰正との対談で，そう述べている。
佐藤泰正，上掲書，185頁。
9）Ｈ・コックス，『愚者の饗宴』，新教出版社　
1971年刊，216頁参照。
10）リトン社，小川修パウロ書簡講義録刊行会編，
『小川修パウロ書簡講義録』第 9巻246頁および
第10巻147-150頁参照。
※本稿は，『金城学院大学論集』人文科学編2012
年刊に寄稿した『大岡昇平のキリスト教』を加
筆修正し，改題したものである。（たけだ・す
みお　金城学院大学名誉教授）
